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令和８年度前期生徒会役員・学級役員認証式 

４月１７日（金）、認証式を行いました。生徒会本部役員、新クラスで決定

した学級役員のみなさんに任命証を渡しました。また、２０日（月）には、専

門委員会が行われ、各委員がその職責を果たすため、目標を持って活動を始め

てくれています。   

天王寺川中学校はどんどん変わってきています。学校生活を良く 

するために、生徒のみなさんががんばってくれているからです。 

生徒会本部、学級役員が課題を見つけ、その解決策を考え、全校生 

徒がそれに協力して取り組んでくれています。 

新たな委員のみなさんは、日々の仕事に加えて、学校を良くする 

ための取り組みをどんどん考えて、いろいろなアイデアを出してほしいと思い

ます。「自ら学び、考え、判断する力」「主体的に行動する力」「豊かな心」

を発揮して、新しい天中を創ってくれることを期待しています。 

 

 

新しい学びのカタチ 「わかる」「できる」「つなげる」授業 

認証式の後、「新しい学びのカタチ」というテーマで、研究担当の寺澤先生

がお話をしました。 

みなさんが持つ可能性を引き出し、さらに力を伸ばしていくために、これか

ら、どのように学んでいけば良いのか、授業で何をがんばってほしいのかをみ

なさんに考えてほしいからです。 

 学力を高めていくためには、単に知識量を増やすだけではなく、知識や技能

を活かして、自分の考えをまとめたり、説明したり、なぜそうなるのか理由を

考えたりするなど、深い理解を伴う学習活動が欠かせません。 

そのためには、日々の学習で「わかる」「できる」を積み重ねて知識や技能

を活用すること、目標に向かって見通しを持って主体的に取り組むこと、また、

学んだことを次の学びに「つなげる」ことが大切です。この取り組みが力をさ

らに高めていくことにつながります。 

昨日実施された３年生対象の全国学力・学習状況調査の国語では、「学級目

標を達成するための課題についてアンケートをとり、その解決のために出され

た意見をタブレット端末上で共有しながら話し合う」場面が問題になっており、



集めた情報を整理し、それぞれの発言の意味をとらえ、解決に向け 

て結論を導きだすことができるか、ということを問う問題が出題さ 

れていました。国語で学習する知識を活用した思考力や表現力、判 

断力が問われていることがわかります。 

このような力を伸ばすためにも、「わかる」「できる」「つなげる」を合言

葉にして、学習をがんばってほしいと思います。今週から、本格的に授業が始

まっています。意識して学習に取り組み、みなさんが持つ力をさらに高めてい

きましょう。 

 
                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生の部活動入部がスタートしました 

４月１５日～２１日の間、新入生の仮入部が行われました。楽しそうに仮入

部に参加している１年生の姿が見られました。運動部は今夏まで、文化部は今

秋までで地域展開され、地域クラブとなります。限られた期間ではありますが、

部活動に入部して仲間づくりや技術向上に向けてがんばってください。特に、

３年生のみなさんは最後の大会やコンクール、発表会等に向けて悔いのないよ

う練習に励んでほしいと思います。後輩のみなさんは、先輩の引退まで先輩を

支えるとともに、先輩たちからたくさんのことを学んでください。 

一方、１・２年生のみなさんには、部活動が終了した後のクラブについて考

えていく時期もきています。今、熱中していることを続けることも新たなこと

にチャレンジすることもできます。もちろん、放課後の時間を学習に使うとい

う選択もありますね。大切な中学校時代をどう過ごすか、考え、決定していき

ましょう。  

                                 

 

 

 

 


